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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期
第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高（千円） 7,958,3687,260,4192,370,1432,402,74811,226,477

経常利益又は
経常損失（△）（千円）

343,339 14,860 △53,156 △99,126 413,176

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失（△）（千円）

244,910△70,771 △38,018△114,737 77,376

純資産額（千円） － － 21,576,50221,213,79221,498,806

総資産額（千円） － － 25,641,15124,744,66825,576,365

１株当たり純資産額（円） － － 1,226.301,208.611,224.64

１株当たり四半期（当期）
純利益又は１株当たり四半期
純損失（△）（円）

13.93 △4.04 △2.16 △6.54 4.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益（円）

－ － － － －

自己資本比率（％） － － 84.1 85.6 84.0

営業活動による
キャッシュ・フロー（千円）

2,633,509592,352 － － 3,053,974

投資活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△106,922△2,412,567 － － △167,852

財務活動による
キャッシュ・フロー（千円）

△203,202△153,114 － － △238,732

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円）

－ － 8,702,5416,939,0789,015,547

従業員数（名） － － 441 436 441

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第63期第３四半期連結累計期間および第63期

については潜在株式が存在しないため、第64期第３四半期連結累計期間、第63期第３四半期連結会計期間お

よび第64期第３四半期連結会計期間については１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 436  

（注）従業員数には、役員、顧問、臨時従業員は含んでおりません。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 329  

（注）従業員数には、役員、顧問、臨時従業員は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

船舶用機器事業 434,597 －

陸上用機器事業 287,273 －

水処理装置事業 846,550 －

消音冷熱装置事業 310,806 －

合計 1,879,227 －

（注）１　金額は製造原価で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２　上記金額には、賃貸事業等の額は含まれておりません。

(2）受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

船舶用機器事業 623,240 － 2,413,840 －

陸上用機器事業 228,882 － 1,325,404 －

水処理装置事業 398,590 － 823,433 －

消音冷熱装置事業 280,536 － 1,488,764 －

合計 1,531,249 － 6,051,442 －

（注）１　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２　上記金額には、賃貸事業等の額は含まれておりません。
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(3）販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

船舶用機器事業 712,981 －

陸上用機器事業 369,978 －

水処理装置事業 991,793 －

消音冷熱装置事業 323,668 －

その他 4,326 －

合計 2,402,748 －

（注）１　主な相手先別の販売実績および総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

日揮商事株式会社 669,575 28.3　 － －

ARABIAN COMPANY AND
SASAKURA FOR WATER AND
POWER

306,742 12.9　 － －

（注）前第３四半期連結会計期間および当第３四半期連結会計期間において、当該割合が100分の10未満の

相手先については記載を省略しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の概要

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策や中国を中心としたアジア新興国の需要拡大に

支えられ、企業収益や輸出増加等の一部に景気回復の兆しが見られました。しかしながら、海外の景気悪化懸念や急激

な円高による輸出環境の悪化、さらには長引くデフレの影響や所得水準・雇用環境も依然として厳しいことから、先

行き不透明な状況が継続しております。

このような状況のなか、当社グループは引き続き、顧客満足度の向上を目指し、環境負荷低減技術の強化と顧客への

提案型営業による主力製品の拡販、新製品の開発、グローバル化に向けた新興国市場のビジネス拡大、さらには調達力

強化と経費削減などに取り組んで参りましたが、設備投資需要の減退、海外プラントの受注低迷、販売競争激化、秋口

以降の急激な円高進行の影響を受け、当第３四半期連結会計期間における受注高は15億39百万円（前年同期比29.4％

減）、売上高は24億２百万円（同1.4％増）となり、受注残高は60億55百万円（同28.2％減）となりました。損益面に

おきましては、営業利益は15百万円（前年同期は１億42百万円の営業損失）となりましたが、急激な円高の進行で外

貨建債権および外貨建預金に為替差損が発生したこと等により、経常損失は99百万円（前年同期は53百万円の経常損

失）、四半期純損失は１億14百万円（前年同期は38百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

船舶用機器事業は、新造船の発注は増加しつつあるものの、円高の影響により、受注高は６億23百万円と低迷しまし

た。売上高は７億12百万円、営業利益は61百万円となり、受注残高は24億13百万円となりました。

陸上用機器事業は、石油精製業界の設備投資が依然として低迷し、受注高は２億28百万円、売上高は３億69百万円、

営業損失は１百万円となり、受注残高は13億25百万円となりました。

水処理装置事業は、海水淡水化プラントや蒸発濃縮装置の受注が低迷し、受注高は３億98百万円となりました。売上

高は９億91百万円となりましたが、営業損失は５百万円となり、受注残高は８億23百万円となりました。

消音冷熱装置事業は、国内設備投資抑制の影響から官公需・民需向けともに騒音防止装置が低迷し、受注高は２億

80百万円、売上高は３億23百万円、営業損失は42百万円となり、受注残高は14億88百万円となりました。

その他（賃貸事業等）の売上高は４百万円、営業利益は２百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結会計期間末に比

べ１億34百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には69億39百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増加等がありましたが、売上債権の増加やたな卸資産の増加等

により、資金は２億63百万円の減少（前年同期は10億78百万円の増加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却及び償還による収入等により、資金は１億92百万円の増加

（前年同期は１百万円の減少）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、大きな増減はありませんでした。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は39百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 67,657,000

計 67,657,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株)
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株)
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,657,000 17,657,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
1,000株

計 17,657,000 17,657,000 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

－ 17,657,000 － 2,220,000 － 1,442,574

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      125,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   17,509,000 17,509 －

単元未満株式 普通株式       23,000 － －

発行済株式総数 17,657,000 － －

総株主の議決権 － 17,509 －

②【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割（％）

株式会社ササクラ
大阪市西淀川区竹島
四丁目７番32号

125,000 － 125,000 0.71

計 － 125,000 － 125,000 0.71
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 645 630 544 510 510 481 447 430 456

最低（円） 600 528 495 486 463 450 400 396 413

（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,382,278 9,015,547

受取手形及び売掛金 ※
 5,493,887 5,845,727

有価証券 200,340 452,311

仕掛品 1,230,089 1,242,024

原材料及び貯蔵品 684,945 734,083

前渡金 1,025 38,812

前払費用 57,507 33,231

繰延税金資産 15,407 22,738

その他 60,695 196,473

貸倒引当金 △4,108 △4,787

流動資産合計 17,122,069 17,576,163

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,745,272 5,773,342

減価償却累計額 △3,940,770 △3,857,200

建物及び構築物（純額） 1,804,501 1,916,141

機械装置及び運搬具 2,415,916 2,417,123

減価償却累計額 △2,057,677 △1,989,403

機械装置及び運搬具（純額） 358,238 427,719

工具、器具及び備品 1,004,525 998,918

減価償却累計額 △945,668 △922,437

工具、器具及び備品（純額） 58,856 76,481

土地 1,925,270 1,936,285

リース資産 133,848 134,296

減価償却累計額 △79,809 △58,740

リース資産（純額） 54,039 75,556

建設仮勘定 － 5,574

有形固定資産合計 4,200,906 4,437,760

無形固定資産

リース資産 12,100 17,050

その他 11,467 13,629

無形固定資産合計 23,567 30,679

投資その他の資産

投資有価証券 3,114,711 3,254,499

長期前払費用 8,688 9,197

繰延税金資産 45,919 46,309

その他 260,182 251,462

貸倒引当金 △31,377 △29,706

投資その他の資産合計 3,398,124 3,531,761

固定資産合計 7,622,599 8,000,201

資産合計 24,744,668 25,576,365
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 801,589 965,543

リース債務 33,194 35,549

未払費用 78,335 66,086

未払法人税等 34,750 51,101

前受金 73,986 39,120

賞与引当金 146,480 222,451

役員賞与引当金 1,500 2,100

工事補償等引当金 110,705 167,255

受注損失引当金 36,400 36,200

繰延税金負債 151 407

その他 282,285 294,367

流動負債合計 1,599,379 1,880,183

固定負債

リース債務 33,118 57,843

繰延税金負債 286,442 307,870

退職給付引当金 1,355,518 1,584,056

役員退職慰労引当金 256,417 247,605

固定負債合計 1,931,496 2,197,375

負債合計 3,530,876 4,077,559

純資産の部

株主資本

資本金 2,220,000 2,220,000

資本剰余金 1,684,835 1,684,835

利益剰余金 16,941,147 17,134,654

自己株式 △83,585 △82,790

株主資本合計 20,762,397 20,956,699

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 458,183 532,107

為替換算調整勘定 △31,364 △16,553

評価・換算差額等合計 426,819 515,554

少数株主持分 24,574 26,552

純資産合計 21,213,792 21,498,806

負債純資産合計 24,744,668 25,576,365
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 7,958,368 7,260,419

売上原価 6,129,011 5,605,382

売上総利益 1,829,356 1,655,036

販売費及び一般管理費

運賃 116,207 90,841

特許権使用料 105 －

販売手数料 114,189 89,817

広告宣伝費 9,550 5,757

貸倒引当金繰入額 111 1,637

役員報酬 79,371 82,226

従業員給料及び手当 478,335 457,032

賞与引当金繰入額 56,489 55,555

役員賞与引当金繰入額 2,075 900

福利厚生費 112,035 105,685

退職給付引当金繰入額 64,804 44,089

役員退職慰労引当金繰入額 24,917 25,468

旅費及び交通費 65,523 72,658

賃借料 44,287 38,911

工事補償等引当金繰入額 119,652 19,500

研究開発費 101,575 150,333

減価償却費 51,709 47,020

その他 253,803 239,722

販売費及び一般管理費合計 1,694,744 1,527,156

営業利益 134,612 127,880

営業外収益

受取利息 34,293 32,056

受取配当金 38,259 35,226

デリバティブ評価益 81,166 －

持分法による投資利益 － 195,025

為替差益 13,224 －

助成金収入 30,247 6,621

その他 23,689 20,450

営業外収益合計 220,880 289,379

営業外費用

支払利息 556 618

持分法による投資損失 7,568 －

為替差損 － 397,925

その他 4,028 3,855

営業外費用合計 12,153 402,399

経常利益 343,339 14,860
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

特別利益

前期損益修正益 24,811 －

固定資産売却益 4,867 3,760

工事補償等引当金戻入額 19,106 6,129

特別利益合計 48,784 9,889

特別損失

固定資産除却損 2,864 505

投資有価証券評価損 － 25,715

特別損失合計 2,864 26,220

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

389,259 △1,470

法人税、住民税及び事業税 35,807 57,735

法人税等調整額 98,407 7,207

法人税等合計 134,214 64,943

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △66,414

少数株主利益 10,134 4,357

四半期純利益又は四半期純損失（△） 244,910 △70,771
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 2,370,143 2,402,748

売上原価 2,004,251 1,884,801

売上総利益 365,892 517,947

販売費及び一般管理費

運賃 29,965 35,918

特許権使用料 86 －

販売手数料 36,968 30,273

広告宣伝費 3,590 1,363

貸倒引当金繰入額 － 64

役員報酬 22,931 26,823

従業員給料及び手当 118,615 127,965

賞与引当金繰入額 56,489 47,606

役員賞与引当金繰入額 525 300

福利厚生費 38,430 37,688

退職給付引当金繰入額 18,339 12,257

役員退職慰労引当金繰入額 8,031 8,208

旅費及び交通費 20,741 26,324

賃借料 13,536 12,294

工事補償等引当金繰入額 10,500 6,500

研究開発費 34,787 39,737

減価償却費 17,388 15,731

その他 77,286 73,275

販売費及び一般管理費合計 508,213 502,333

営業利益又は営業損失（△） △142,320 15,613

営業外収益

受取利息 11,305 10,820

受取配当金 5,835 7,472

為替差益 35,864 －

助成金収入 30,247 6,621

その他 11,432 3,345

営業外収益合計 94,685 28,259

営業外費用

支払利息 255 229

持分法による投資損失 5,259 6,334

為替差損 － 136,383

その他 5 51

営業外費用合計 5,521 142,999

経常損失（△） △53,156 △99,126
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（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

特別利益

前期損益修正益 3,473 －

固定資産売却益 4,867 －

貸倒引当金戻入額 3,350 －

特別利益合計 11,691 －

特別損失

固定資産除却損 － 476

特別損失合計 － 476

税金等調整前四半期純損失（△） △41,464 △99,603

法人税、住民税及び事業税 △6,597 16,043

法人税等調整額 537 △1,207

法人税等合計 △6,059 14,835

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △114,438

少数株主利益 2,613 298

四半期純損失（△） △38,018 △114,737
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

389,259 △1,470

減価償却費 269,268 233,505

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25,473 991

賞与引当金の増減額（△は減少） △81,686 △75,971

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,925 △600

工事補償等引当金の増減額(△は減少) 59,240 △56,549

受注損失引当金の増減額（△は減少） 29,587 200

退職給付引当金の増減額（△は減少） △98,570 △226,561

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △28,652 8,812

受取利息及び受取配当金 △72,552 △67,282

支払利息 556 618

為替差損益（△は益） △4,405 300,887

持分法による投資損益（△は益） 7,568 △195,025

固定資産除売却損益（△は益） △2,003 △3,255

投資有価証券評価損益（△は益） － 25,715

売上債権の増減額（△は増加） 3,116,727 391,357

たな卸資産の増減額（△は増加） △75,326 52,132

仕入債務の増減額（△は減少） △302,784 △122,705

その他 △594,249 95,543

小計 2,579,580 360,341

利息及び配当金の受取額 95,964 295,802

利息の支払額 △559 △597

法人税等の支払額 △41,475 △63,194

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,633,509 592,352

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △2,651,130

有価証券の売却及び償還による収入 100,000 450,000

有形固定資産の取得による支出 △215,135 △24,338

有形固定資産の売却による収入 13,983 24,845

投資有価証券の取得による支出 △5,431 △212,143

その他 △338 200

投資活動によるキャッシュ・フロー △106,922 △2,412,567

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △26,528 △26,660

自己株式の取得による支出 △143 △794

配当金の支払額 △175,767 △122,734

少数株主への配当金の支払額 △763 △2,924

財務活動によるキャッシュ・フロー △203,202 △153,114

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,914 △103,139

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,335,299 △2,076,468

現金及び現金同等物の期首残高 6,367,241 9,015,547

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 8,702,541

※
 6,939,078
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項

の変更

（1)　資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

（2)　「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の

取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号

　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取

扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を適用し、連結決算上必要な修正

を行っております。

これによる損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第

２四半期連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方

法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額等を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税

金資産及び繰延税金負債

の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも

のに限定する方法によっております。

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、第２四半期連結会計期間末以降、経

営環境等に著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がない

と認められるため、第２四半期連結会計期間末において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　第３四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が当第３四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

　　　　　　　　　　　───

受取手形 92,308千円 　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 8,702,541千円

現金及び現金同等物 8,702,541千円

現金及び預金勘定 9,382,278千円

預入期間が３か月超の定期預金 △2,443,200　

現金及び現金同等物 6,939,078千円

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22

年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 17,657千株 　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 125千株 　

３．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 122,734 7.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

EDINET提出書類

株式会社ササクラ(E01703)

四半期報告書

20/27



（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
船舶用
機器事業
（千円）

陸上用
機器事業
（千円）

水処理
装置事業
（千円）

消音冷熱
装置事業他
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対す
る売上高

836,732797,373497,809238,2282,370,143 － 2,370,143

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － － －

計 836,732797,373497,809238,2282,370,143 － 2,370,143

営業利益又は
営業損失（△）

36,051△70,805△95,808△11,758△142,320 － △142,320

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
船舶用
機器事業
（千円）

陸上用
機器事業
（千円）

水処理
装置事業
（千円）

消音冷熱
装置事業他
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対す
る売上高

2,397,0392,551,4552,049,232960,6417,958,368 － 7,958,368

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － － －

計 2,397,0392,551,4552,049,232960,6417,958,368 － 7,958,368

営業利益又は
営業損失（△）

167,498231,328△92,986△171,227134,612 － 134,612

（注）１　事業区分の方法

事業区分の方法は、製品の種類、性質および販売市場の類似性を考慮して区分しております。

２　各事業区分の主な製品

船舶用機器事業 船舶用海水淡水化装置、熱交換器、汚水処理装置、油水分離器、LNG船用超低温バタフ

ライ弁等。

陸上用機器事業 空冷式熱交換器、超低温バタフライ弁、ヒートパイプ式冷却ロール等。

水処理装置事業 陸上用海水淡水化装置、逆浸透水処理装置、蒸発濃縮装置、オゾン発生装置等。

消音冷熱装置事業他 騒音防止装置、氷蓄熱システム用機器、水冷媒放射空調システム、駐車場経営等。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
アジア

（除く中東）
中東 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 185,450 309,443 11,936 506,830

Ⅱ　連結売上高（千円）             2,370,143

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

7.8 13.1 0.5 21.4

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
アジア

（除く中東）
中東 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 666,953 953,258 16,258 1,636,470

Ⅱ　連結売上高（千円）             7,958,368

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

8.4 12.0 0.2 20.6

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分の属する主な国又は地域

(1）アジア（除く中東）……韓国・中国・インドネシア

(2）中東………………………サウジアラビア・バーレーン・イラン

(3）その他の地域……………ギリシャ・英国・米国

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国内および海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「船舶用機器事

業」、「陸上用機器事業」、「水処理装置事業」および「消音冷熱装置事業」の４つを報告セグメントとしており

ます。

「船舶用機器事業」は、船舶用海水淡水化装置、熱交換器、汚水処理装置、油水分離器、LNG船用超低温バタフライ

弁等を製造販売しております。「陸上用機器事業」は、空冷式熱交換器、超低温バタフライ弁、ヒートパイプ式冷却

ロール等を製造販売しております。「水処理装置事業」は、陸上用海水淡水化装置、逆浸透水処理装置、蒸発濃縮装

置、オゾン発生装置等を製造販売しております。「消音冷熱装置事業」は、騒音防止装置、氷蓄熱システム用機器、水

冷媒放射空調システム等を製造販売しております。
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注１）

合計船舶用
機器事業

陸上用
機器事業

水処理
装置事業

消音冷熱
装置事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,321,3461,287,0382,689,274949,5077,247,16613,2527,260,419
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 2,321,3461,287,0382,689,274949,5077,247,16613,2527,260,419

セグメント利益
又は損失（△）

300,12937,331△35,642△183,384118,4359,444127,880

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注１）

合計船舶用
機器事業

陸上用
機器事業

水処理
装置事業

消音冷熱
装置事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 712,981369,978991,793323,6682,398,4224,3262,402,748
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 712,981369,978991,793323,6682,398,4224,3262,402,748

セグメント利益
又は損失（△）

61,714△1,238△5,315△42,08313,077 2,536 15,613

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,208.61円 １株当たり純資産額 1,224.64円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益 13.93円 １株当たり四半期純損失 4.04円

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３四半期連結累計期間については、潜在株式が存在

しないため、当第３四半期連結累計期間については１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益又は
四半期純損失（△）（千円）

244,910 △70,771

普通株式に係る四半期純利益
又は普通株式に係る四半期
純損失（△）（千円）

244,910 △70,771

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,576 17,532

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失 2.16円 １株当たり四半期純損失 6.54円

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純損失（千円） 38,018 114,737

普通株式に係る四半期純損失（千円） 38,018 114,737

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,576 17,531

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月10日

株式会社ササクラ

取締役会　御中

 新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　 野田　弘一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　 神前　泰洋　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ササクラ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ササクラ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社ササクラ(E01703)

四半期報告書

26/27



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月10日

株式会社ササクラ

取締役会　御中

 新日本有限責任監査法人　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　 渡部　　健　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　 神前　泰洋　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ササクラ

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成

22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ササクラ及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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